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き
、
生
徒
か
ら
は
、「
普
段
見
ら
れ
な
い
森
林
、

林
業
の
現
地
を
見
ら
れ
て
貴
重
な
体
験
と
な
り

ま
し
た
。
森
林
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
が
分

か
り
ま
し
た
。」
と
の
感
想
が
添
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

中
学
校
教
育
で
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
教
わ

る
こ
と
が
少
な
い
今
日
、
少
し
で
も
森
林
・
林

業
の
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

り
、
ま
た
、
こ
の
体
験
が
生
徒
達
の
今
後
の
成

長
の
糧
と
な
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

 

［
中
信
署
］
十
月
十
九
日（
火
）、
信
州
大
学
松

本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、「
森
林
の
公
益
的

機
能
」
と
題
し
て
、
下
平
中
信
森
林
管
理
署
長

に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
は
、
信
州
大
学
山
岳
科
学
総
合
研

究
所
と
当
署
が
、
森
林
及
び
山
岳
分
野
に
係
る

研
究
教
育
と
技
術
開
発
の
相
互
協
力
を
目
的

に
、平
成
二
十
一
年
七
月
に
締
結
し
た
「
連
携・

協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
あ
り
、
当
日
は
約
五
十
名
の
学
生
が

聴
講
し
ま
し
た
。

　

講
演
は
、森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
と
し
て
、

今
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
生
物
多
様
性
の
保

全
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
土
砂
災
害
防
止
、

水
源
か
ん
養
、
保
健
機
能
と
い
っ
た
森
林
の
持

つ
様
々
な
機
能
に
よ
り
地
球
環
境
か
ら
人
々
の

生
活
ま
で
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
森
林
の
歴
史
と
現
状
と
し
て
、
浮
世

絵
（
東
海
道
五
十
三
次
）
を
題
材
に
昔
の
森
林

と
現
代
の
森
林
と
の
比
較
、
間
伐
の
必
要
性
、

木
材
供
給
量
や
自
給
率
に
見
る
林
業
情
勢
等
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
林
野
庁
の
取
組
み
と
し
て
、
森
林・

林
業
再
生
プ
ラ
ン
、
え
り
も
岬
の
緑
化
事
例
を

紹
介
、
中
信
森
林
管
理
署
の
取
組
み
と
し
て
、

治
山
事
業
や
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ

ム
、
高
山
動
植
物
の
保
護
活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

聴
講
し
た
学
生
か
ら
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
被
害
と
対
策
は
と
い
っ
た
話
題
か
ら
、
木
材

価
格
の
今
後
の
動
向
、
輸
入
木
材
の
現
状
、
林

業
労
働
者
の
雇
用
の
現
状
と
い
っ
た
質
問
が
出

さ
れ
、
森
林
林
業
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
窺

え
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
「
ど
う
し
た
ら
森
林
管
理
署
で
働

け
る
の
か
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、

大
変
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
中
信
署
］
十
月
十
九
日（
火
）、
奈
川
国
有
林

に
お
い
て
、
長
野
林
業
土
木
協
会
中
信
支
部

三
十
数
名
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
長
野
林
業
土
木
協
会
中
信
支
部
に
よ
る

「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、
四
年
連
続
で
春

と
秋
の
二
回
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
春
は
美
ヶ
原
高
原
に
お
け
る
高
山
植
物
保
護

の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
の
設
置
や
自
動
車

道
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い
等
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

関
係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
は
、
翌
日
実
施

さ
れ
る
育
樹
祭
の
会
場
準
備
の
一
環
と
し
て
、

会
場
の
笹
刈
り
や
林
道
の
草
刈
り
等
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
種
事
業
が
最
盛
期
を

迎
え
準
備
等
の
人
手
が
足
り
な
い
中
大
変
あ
り

が
た
く
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の
で
あ
り
、
県
や
市

の
関
係
者
等
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
統
率
さ
れ
た
行
動
で
作
業
を
テ
キ

パ
キ
こ
な
し
て
い
た
だ
き
十
五
時
ま
で
の
予
定

時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
十
三
時
に
は
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

　

作
業
の
終
了
挨
拶
で
は
、
当
署
の
有
井
流
域

管
理
調
整
官
か
ら
お
礼
を
含
め
て
、
中
信
森
林

管
理
署
の
取
り
組
み
と
し
て
の
森
林
整
備
協
定

や
、
低
コ
ス
ト
・
高
効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
を
紹

介
し
ま
し
た
。

 

［
中
信
署
］
十
月
二
十
日（
水
）、
松
本
市
奈
川

に
お
い
て
、
中
信
森
林
管
理
署
、
長
野
県
、
松

本
市
、
松
本
広
域
森
林
組
合
、
松
本
市
奈
川
地

区
町
会
連
合
会
主
催
に
よ
る
育
樹
祭
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、
奈
川
小
中
学
校
生
徒
、
教
職

員
八
十
一
名
、
及
び
地
元
住
民
他
約
四
十
名
が

参
加
し
、
除
伐
作
業
、
幼
齢
木
ネ
ッ
ト
設
置
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
育
樹
祭
は
、
主
催

者
五
者
に
よ
っ
て
平
成
二
十
一
年
度
に
締
結
し

た
「
松
本
市
奈
川
地
区
森
林
整
備
推
進
協
定
」

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
対
象
森
林

に
お
い
て
育
樹
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
地
元
の

森
林
に
親
し
み
や
愛
着
を
持
ち
、
森
林
が
有
す

る
様
々
な
機
能
を
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
中
学
生
の
奈
川
地
区
を
題
材
と

し
た
校
歌
の
歌
声
が
響
き
渡
る
な
か
、
和
や
か

下平署長の講演の様子

作業を行う長野林業土木協会中信支部の皆さん

「
森
林
の
公
益
的
機
能
に
つ
い
て
」

�

信
州
大
学
で
講
演

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

�

実
施
に
つ
い
て

森
林
整
備
協
定
締
結
を

�

記
念
し
育
樹
祭
を
開
催
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に
開
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
業
に
あ
た
り
、
森
林
整
備
を
行
う
意
義
を

説
明
し
た
後
、
小
学
校
一
、二
年
生
は
シ
カ
に

よ
る
食
害
を
防
ぐ
た
め
、
ヒ
ノ
キ
の
幼
齢
木
に

ネ
ッ
ト
を
か
ぶ
せ
る
作
業
を
行
い
、
小
学
校
高

学
年
、
中
学
生
や
そ
の
他
の
参
加
者
は
カ
ラ
マ

ツ
林
等
に
お
い
て
除
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
中
学
生
達
は
「
森
林
の
手
入
れ

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
、
森
林
に
手
を

加
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
低
コ
ス
ト
施
業
地
見
学
会
、
児
童

を
対
象
と
し
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
松
ぼ
っ

く
り
な
ど
の
木
の
実
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
を
行

い
、「
も
う
三
つ
も
で
き
た
よ
！
」
と
時
間
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
笑
顔
で
自
然
と
触
れ
合
っ
て
い
ま

し
た
。

 

［
南
信
署
］
十
月
十
七
日
（
日
）、
金
沢
山
国

有
林
に
お
い
て
、
金
沢
財
産
区
の
山
神
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
七
年
に
一
度

の
御
柱
祭
と
重
な
り
、
茅
野
市
長
、
地
元
区
長

会
、
消
防
団
、
学
校
関
係
者
等
約
七
十
名
が
参

加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
山
神
祭
は
、大
正
十
五
年
に
犬
養
毅（
木

堂
）
が
政
界
を
引
退
し
、
富
士
見
町
の
白
林
荘

で
過
ご
し
て
い
た
際
に
、
旧
金
沢
村
に
招
か
れ

金
沢
山
に
登
り
、
紅
葉
等
の
美
し
い
情
景
を
漢

詩
に
詠
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
木
堂
は
政

界
に
戻
り
首
相
と
な
り
ま
す
が
、
五
・
一
五
事

件
に
よ
り
こ
の
世
を
去
り
ま
す
。
昭
和
六
年
一

月
村
総
会
に
お
い
て
山
の
安
全
祈
願
の
た
め
、

こ
の
地
に
山
の
神
を
祀
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、

木
堂
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
を
し
た
松
の
根
元
に

石
碑
を
建
て
、
毎
年
十
月
十
七
日
に
山
の
関
係

者
が
集
ま
り
、
山
の
守
り
と
郷
土
の
安
全
を
祈

願
す
る
祭
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
年
で
八
十

回
目
と
な
り
ま
す
。

  

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
木
遣
り
の
声
を

響
か
せ
な
が
ら
、
先
ず
御
柱
曳
き
出
し
を
行
い

ま
し
た
。
当
署
か
ら
は
署
長
以
下
六
名
が
参
加

し
、
地
元
の
歴
史
あ
る
文
化
と
伝
統
に
触
れ
感

慨
深
い
体
験
を
味
わ
い
ま
し
た
。

  

祭
事
で
は
、
茅
野
市
長
か
ら
金
沢
山
国
有
林

に
お
け
る
森
林
整
備
の
お
礼
と
今
後
と
も
適
正

な
管
理
を
期
待
す
る
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
地
元

参
加
者
か
ら
も
同
様
の
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

  

当
署
と
し
て
は
、
今
後
と
も
地
元
関
係
者
の

期
待
と
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
安
全
第
一
に
適

正
な
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
十
月
二
十
三
日（
土
）・
二
十
四
日

（
日
）
に
岐
阜
県
庁
前
芝
生
広
場
に
お
い
て
「
森

と
木
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
２
０
１
０
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
も
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
の
作
成
を
通
し
て
、
木
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。　

　

両
日
と
も
に
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
の
下
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
人
が
訪
れ

盛
況
で
し
た
。

　

木
工
ク
ラ
フ
ト
で
は
、
親
子
連
れ
で
の
参
加

が
多
く
、
子
ど
も
達
の
想
像
力
豊
か
な
作
品
に

は
親
御
さ
ん
も
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
中
に
は

子
ど
も
以
上
に
夢
中
に
な
る
親
御
さ
ん
も
い
て

終
日
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
十
四

日
に
は
下
呂
市
小

坂
町
に
て
「
ア
ー

ム
レ
ス
リ
ン
グ
と

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
も
行

わ
れ
、
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
の
作
製
を

行
い
ま
し
た
。
市
販
で
は
見
ら
れ
な
い
木
の
温

も
り
を
も
っ
た
そ
の
出
来
映
え
に
参
加
者
は
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
木
工
ク

ラ
フ
ト
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
当
署
で
は
十
月
に
入
り
下
呂
市
内

の
小
学
校
を
対
象
に
森
林
教
室
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は「
下
呂
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

及
び
「
下
呂
市
教
育
委
員
会
」
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
署
の
森
林
教
室
は
出
前
授
業
の
形
を
と
っ

地元の皆さんと御柱の曳行

食害防止ネットの支柱を立てる小学生

秋
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

「
森
と
木
と
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

  

２
０
１
０
・
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
と

�

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

八
十
回
目
の
山
神
祭
は

�

御
柱
と
と
も
に

木とのふれあいの
場を提供

出
前
森
林
教
室
始
ま
る
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て
お
り
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
実
験
な
ど
を
取

り
入
れ
て
、
森
林
の
働
き
や
大
切
さ
が
印
象
に

残
る
も
の
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
学
校
か
ら
は
「
視
覚

を
始
め
と
し
た
五
感
に
訴
え
る
内
容
と
な
っ
て

い
て
子
ど
も
達
も
理
解
し
や
す
い
。」
な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
の
二
月
ま
で
に
計
十
校
の
森
林
教
室
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
側
の
要

望
も
取
り
入
れ
な
が
ら
さ
ら
に
改
良
を
試
み
、

よ
り
良
い
森
林
教
室
を
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
愛
知
所
］
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
開
催
期
間
中
の
十
月

十
二
日（
火
）、
瀬
戸
国
有
林
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
子
ど
も
の
森
林
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
東
京
）
と
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
の
共
催
で

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
Ｊ
Ｐ
子
ど

も
の
森
づ
く
り
運
動
「
柏
井
保
育
園
植
樹
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
子
ど
も
の
森
づ
く
り
運
動
は
、Ｊ
Ｐ（
日

本
郵
政
）
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
、
全
国
の
保
育

園
児
・
幼
稚
園
児
に
森
づ
く
り
を
体
験
し
て
も

ら
う
活
動
で
、
拾
っ
た
ド
ン
グ
リ
を
園
で
育
て

て
森
に
植
え
る
と
い
う
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど

も
達
に
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」
と
「
環
境

意
識
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
に
賛
同
し
た
愛
知
県
春
日
井
市
の
柏

井
保
育
園
で
は
、
園
児
た
ち
が
園
庭
で
拾
っ
た

ド
ン
グ
リ
を
発
芽
さ
せ
二
年
間
育
て
、
お
よ
そ

二
〇
㌢
㍍
ほ
ど
に
成
長
し
た
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ

の
苗
木
を
、
瀬
戸
国
有
林
定
光
寺
キ
ャ
ン
プ
場

の
危
険
木
処
理
跡
地
（
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
被
害
に
よ
る
）
へ
植
樹
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、年
長
児
三
十
二
名
は
、

随
行
す
る
愛
知
所
職
員
の
指
導
を
受
け
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
穴
を
掘
り
、
約
四
十
本
の
苗
木

を
丁
寧
に
植
え
た
後
、「
大
き
く
な
っ
て
ね
」

と
願
い
を
か
け
な
が
ら
、
じ
ょ
う
ろ
で
水
を
か

け
た
り
、「
ま
た
お
家
の
人
と
見
に
来
る
よ
」

と
苗
木
に
話
し
か
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
が
地
元
で
開
催
さ
れ
る
愛
知
県
で

は
、
こ
れ
を
契
機
に
生
物
多
様
性
の
重
要
性
な

ど
自
然
環
境
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、
子

ど
も
達
が
自
然
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
通
じ
て
環

境
意
識
を
育
む
取
組
が
種
々
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
国
有
林
に
対
す
る
、
環
境
教
育
・
環

境
学
習
の
場
と
し
て
の
要
請
に
協
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

力
強
い
森
作
り
と
明
る
い
職
場
作
り
は

全
て
「
和
」
か
ら
は
じ
ま
る

［
木
曽
森
林
管
理
署
北
小
川
班
］

　

木
曽
森
林
管
理
署
の
上
松
地
区
は
、
中
央
ア

ル
プ
ス
の
峰
か
ら
な
だ
ら
か
に
木
曽
川
へ
広
が

る
駒
ヶ
岳
国
有
林
、
里
に
台
ヶ
峰
国
有
林
、
奥

地
に
日
本
三
大
美
林
の
一
つ
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森

や
森
林
浴
発
祥
の
地
「
赤
沢
自
然
休
養
林
」
が

あ
る
小
川
入
国
有
林
、
官
行
造
林
地
を
含
め
約

一
一
、〇
〇
〇
㌶
の
国
有
林
を
三
森
林
事
務
所

（
南
小
川
、
北
小
川
、
駒
ヶ
岳
）
で
管
理
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
林
野
庁
の
歴
史
と
ひ
の
き
薫
る
国
有
林

で
活
躍
す
る
北
小
川
班
は
、
小
川
入
国
有
林
約

二
、四
〇
〇
㌶
を
管
轄
し
、
基
幹
作
業
職
員
四

名
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
員
が
採
用
当
時
か
ら
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー

廃
止
に
至
る
ま
で
製
品
生
産
事
業
に
従
事
し
、

そ
の
後
、
森
林
の
育
成
・
整
備
な
ど
守
り
育
て

る
事
業
に
シ
フ
ト
し
ま
し
た
が
、
大
き
な
変
革

に
対
し
て
も
「
人
の
和
」
を
大
切
に
し
、
即
座

に
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
心
身
と
も
に
健
康
を

保
っ
て
長
期
間
ゼ
ロ
災
害
を
継
続
し
て
い
ま

す
。

　

管
内
に
は
多
く
の
分
収
育
林
が
あ
り
、
隣
接

す
る
林
分
に
熊
の
皮
剥
被
害
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
対
策
と
し
て
皮
剥
防
止
テ
ー
プ
を

巻
き
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ひ
の
き
一
本
一
本
に
対
す
る
気
遣
い
が
災
害

に
強
く
保
水
力
の
高
い
山
を
作
り
、
相
手
へ
の

思
い
や
り
が
明
る
い
職
場
を
作
り
、
そ
の
延
長

線
上
に
災
害
の
な
い
職
場
が
築
か
れ
る
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
「
人
の
和
」
を
大
切
に
し
、

将
来
の
山
作
り
と
心
身
の
健
康
作
り
に
全
員
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実験を
交えて
授業

植樹を
終えて

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

人の和をモットーに作業に当たる
北小川班の皆さん

しっかり根付くよう
丁寧に植付

園
児
が
ド
ン
グ
リ
か
ら
育
て
た

�

苗
木
を
植
樹
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しろ うま だけ富士見台と
神坂大檜
富士見台と
神坂大檜
富士見台と
神坂大檜

富士見台と
神坂大檜

富
士
見
台
と
神
坂
大
檜

 

［
東
濃
署
］
当
署
が
管
轄
す
る
湯
舟
沢
国
有
林

は
、
中
津
川
市
の
南
東
部
、
長
野
県
と
の
県
境

に
位
置
す
る
面
積
約
二
、六
〇
〇
㌶
の
国
有
林

で
す
。
平
成
十
七
年
に
長
野
県
か
ら
岐
阜
県
中

津
川
市
に
合
併
さ
れ
た
際
に
当
署
の
管
轄
区
域

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
湯
舟
沢
国
有
林
に
は
沢

山
の
見
所
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
「
神

坂
大
檜
（
み
さ
か
お
お
ひ
）
」
と
呼
ば
れ
る
一

本
の
巨
木
が
あ
り
ま
す
。

　
「
神
坂
大
檜
」
は
恵
那
山
の
北
側
、
サ
ワ
ラ

や
モ
ミ
、
ツ
ガ
な
ど
の
天
然
木
に
囲
ま
れ
た
、

標
高
約
一
、三
〇
〇
㍍
の
位
置
に
立
っ
て
お
り
、

胸
高
直
径
二
・
三
㍍
、
樹
高
二
五
㍍
、
推
定
樹

齢
が
千
年
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
そ
の
立
ち
姿

は
、
見
る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。
一
九
九
七
年
に

付
知
町
の
牧
野
義
則
氏
が
発
見
し
、
そ
の
大
き

さ
や
枝
振
り
の
見
事
さ
が
評
価
さ
れ
、「
森
林

の
巨
人
た
ち
百
選
」
に
も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
内
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

特
に
紅
葉
の
時
期
に
は
地
元
で
開
催
さ
れ
る

「
東
山
道
も
み
じ
ま
つ
り
」
か
ら
の
見
学
ツ

ア
ー
が
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
地
元
住
民
に
よ
る
「
神
坂
大
檜
保
全

協
議
会
」
が
当
署
と
協
力
し
て
保
護
柵
の
設
置

や
歩
道
の
整
備
、
樹
木
医
に
よ
る
診
断
を
行
う

な
ど
、
地
元
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
と
の
県
境
に
は
神
坂
峠
が
あ

り
ま
す
。
湯
舟
沢
国
有
林
内
に
は
畿
内
か
ら
羽

前
・
羽
後
の
国
へ
と
続
く
東
山
道
が
通
っ
て
お

り
、
神
坂
峠
は
東
山
道
最
大
の
難
所
と
し
て
旅

人
に
恐
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
峠
の
歴
史
は
古
く
、
日
本
書
紀
に
書
か

れ
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
伝
説
に
も
登
場
し
、
万

葉
集
に
は
「
ち
は
や
ぶ
る
神
の
御
坂
に
幣
ま
つ

り　

い
は
ふ
い
の
ち
は
母
父
が
た
め
」
と
旅
の

安
全
を
祈
っ
た
防
人
の
歌
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

中
山
道
が
発
展
す
る
よ
う
に
な
り
、
東
山
道

は
歴
史
の
陰
に
埋
も
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
恵
那
山
や
富
士
見
台
へ
の
登
山
道
と
し
て
利

用
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
面
影
そ
の
ま
ま
に
登

山
者
の
歩
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

　

中
央
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道
一
九
号

線
を
長
野
方
面
へ
向
か
い
、
落
合
の
交
差

点
を
右
折
し
て
二
十
分
程
度
で
湯
舟
沢
国

有
林
へ
到
着
。

　

さ
ら
に
十
五
分
程
で
神
坂
峠
へ
。

枝振りが見事な神坂大檜

富士見台へと続く登山道

湯舟沢国有林にある風穴
（かつては蚕種の保冷にも使われていた）

◎
低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
現
地
検
討
会

　
　

12
月
1
日�

南
信
署
管
内

　
　

12
月
7
〜
８
日�

愛
知
所
管
内

◎
国
有
林
治
山
事
業
打
ち
合
会
議

　
　

12
月
７
〜
16
日�

長
野
市
（
局
）  

◎�

国
有
林
の
地
域
別
の
森
林
計
画
等
検
討
会

　
　

12
月
17
日�

長
野
市
（
局
）

◎
森
林
ふ
れ
あ
い
講
座

　
　

12
月
11
日�

名
古
屋
事
務
所


